
 

先進医療評価用紙（第２号） 

 

先進医療を実施可能とする保険医療機関の要件として考えられるもの 

注 1）当該技術の経験症例数について、実施者［術者］としての経験症例を求める場合には、「実施者［術者］として （  ）例
以上・不要」の欄を記載すること。 

注 2）医師の資格（学会専門医等）、経験年数、当該技術の経験年数及び当該技術の経験症例数の観点を含む。例えば、
「経験年数○年以上の△科医師が□名以上」。なお、医師には歯科医師も含まれる。 

先進医療名及び適応症：悪性黒色腫におけるセンチネルリンパ節の同定と転移の検索及び遺伝子診断

（画像診断などで遠隔転移を認めず、臨床的に所属リンパ節の腫大のないものに

限る。） 

Ⅰ．実施責任医師の要件 

診療科 要（ 皮膚科、形成外科、耳鼻いんこう科又は歯科口腔外科 ）・不要    

資格 要（皮膚科専門医、形成外科専門医、鼻咽喉科専門医又は口腔外科

専門医）・不要 

当該診療科の経験年数 要（ ５ ）年以上・不要 

 当該技術の経験年数 要（ ２ ）年以上・不要 

 当該技術の経験症例数 注 1） 

 

実施者［術者］として （ ５ ）例以上・不要 

［それに加え、助手又は術者として （ ）例以上・不要］ 

 その他（上記以外の要件）  

Ⅱ．医療機関の要件 

診療科 要（ 皮膚科、形成外科、耳鼻いんこう科又は歯科口腔外科及び放射

線科 ）・不要 

実施診療科の医師数 注 2）  

       

要・不要 
具体的内容：当該技術の経験年数２年以上の皮膚科専門医、形成

外科専門医、耳鼻咽喉科専門医又は口腔外科専門医

１名以上 

他診療科の医師数 注 2） 

 

要・不要 
具体的内容：病理部門が設置され、病理医が配置されていること。

また、麻酔科標榜医及び放射線科医がそれぞれ１名以

上配置されていること。 

その他医療従事者の配置 

（薬剤師、臨床工学技士等） 

要（薬剤師、診療放射線技師     ）・不要 

病床数 要（    １ 床以上）・不要 

看護配置   要（１０対１看護以上）・不要 

当直体制 要（        ）・不要 

緊急手術の実施体制 要・不要 

院内検査（24時間実施体制） 要・不要 

他の医療機関との連携体制 

（患者容態急変時等） 

要・不要 

連携の具体的内容： 

医療機器の保守管理体制 要・不要 

倫理委員会による審査体制 要・不要  

審査開催の条件： 

医療安全管理委員会の設置 要・不要 

医療機関としての当該技術の実施症例数 要（ ３ 症例以上）・不要 

その他（上記以外の要件、例；遺伝ｶｳﾝｾﾘ

ﾝｸﾞの実施体制が必要 等） 
  

Ⅲ．その他の要件 

頻回の実績報告 要（  月間又は  症例までは、毎月報告）・不要 

その他（上記以外の要件）  
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 先進医療の名称 悪性黒色腫におけるセンチネルリンパ節の同定と転移の検索（画像診断などで

遠隔転移を認めず、臨床的に所属リンパ節の腫大のないものに限る。） 

 

適応症 

悪性黒色腫（画像診断などで遠隔転移を認めず、臨床的に所属リンパ節の腫大のない症例） 

内容 

（先進性） 

悪性黒色腫の手術においては、tumor thickness（原発巣の厚さ）が厚い場合、所属リンパ節郭清が

行われてきたが、転移を認めない症例もあり、リンパ節郭清による術後リンパ浮腫など患者の QOL を損な

うこともあった。 

本技術は放射性同位元素及び色素を用いてセンチネルリンパ節の検索を行い、がん転移の有無を確

認して病期診断を正確に行い、確実に所属リンパ節郭清の適応を判断することにより、患者の病期に応

じた術式が選択され、根治性の向上及び患者負担の軽減が期待できる。 

 

（概要） 

原発腫瘍周囲に放射性同位元素及び色素を注射し、シンチカメラや肉眼でセンチネルリンパ節

を同定し、摘出を行う。摘出したセンチネルリンパ節を病理組織学的検査を用いてがん転移の有

無を確認する。 

 

（効果） 

１）術前検査では発見できないリンパ節への微小転移の早期発見ができる。 

２）予防的リンパ節郭清の省略による患者負担の軽減が期待できる。 

３）センチネルリンパ節の転移の有無によって、悪性黒色腫の世界的な標準病期である UICC/AJCC 分類

の病理病期分類が可能になる。 

４）リンパ節転移の有無は、その後の患者の予後を予測する上で極めて重要な因子である。従って、術後

の経過観察の仕方や術後補助療法の決定に際し重要な情報となる。 

 

（先進医療に係る費用） 

   約８万６千円 

実施科 

 皮膚科、形成外科、耳鼻いんこう科又は歯科口腔外科 

 

別紙５ 
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